
 
              

 
 

対

象

者 

名前：         性別：（男・女） 年齢：       年 月 日生 （満  歳  月）

所属： 実施日   年 月  日 実施時間     ：   ～   ：   （計  時間  分）

家族構成：  
実施者：         その他：  

SPM 開始および展開状況： 
  

描画順序 内容 

ステップ Ⅰ 
「自分」 

   

  

 SPM 描画（図示） 

ステップ Ⅱ 
「気になる人、物、

出来事」 

 

ステップ Ⅲ 
「背景」 

 

ステップ Ⅳ 
「隠れているもの」 

 

ステップ Ⅴ 
「物語と題名」 

 
 
 

① 物語： 
 
 
 
 
② 題名：  

ステップⅥ 
「振り返り」 

 

【SPM に関する描画状況‐自分描画をどのように描いたか】 
 

 

 

 

 

 

 

【描画時の行動‐描画時の心身の動き】 
 

 

 

自分描画法（Self-Portrait Method ; SPM）記録用紙（第 3 版） 



 

［バウムテスト所見］ 
 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
バウムテスト結果（図示） 

＊心理的見立て＊ 
[1] 事実の分析 
① 描画者が自発的に話した内容（心理的事実） 

 

② 実施者が気づいたことを、描画者に尋ねた結果得られた内容（応答的事実） 

 

③ 描画者が何かに気づき、独り言のように話した内容（独語的事実） 

 

④ 描画者に関する動かぬ事実（実在的・身体的事実） 

 

⑤ 第３者が描画者に付与した諸事象（社会的事実） 

 

[2] 思いの分析（葛藤内容の分析を含む） 
  
 
 
 
[3] 発達・病理的視点（描画内容に顕著な特徴がある場合） 
  ① 特徴 
 
 ② 見立て 

[5] 総合的見立て 
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